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 Abstract:  In the middle of November in 2006, the author visited the McMurdo station 
and Dry Valley region, as an Exchange Scientist. During the fi eld research of terrestrial 
ecosystem, the training system of U.S. Antarctic Program was also surveyed. Field survival 
camp and environmental education course were well organized and worth introducing into 
Japanese Antarctic Research.





1．は じ め に
平成 18年度交換科学者として，2006年 11月中旬から 12月中旬にかけての約 1カ月間，
米国のマクマード基地を起点としてドライバレー地域に野外観測に出かける機会を得た．研
究課題は「南極ドライバレー地域と昭和基地周辺地域における，陸上生及び湖沼底生コケ植
物の多様性と繁殖様式の比較研究」である．日本を離れた期間は 2006年の 11月 13日から



























































マクマード基地を訪れる者には，各自の行動パターンに応じて，到着直後に Field Safety 
Training Coursesへの参加が義務づけられている．初めてマクマードを訪れる一般的な研究者
図  1　事前配布されるガイドブック「Participant Guide」
Fig. 1. “ Participant Guide”, distributed before departure.
アメリカ，訓練システムと環境保全教育 301
及び基地生活者に対しては Snow School，海氷上行動を主とする者には Sea Ice Course，マク
マード経験のある者に対しては Refresher Courseが用意される．筆者はこのうち Snow School
と呼ばれる一泊二日のフィールド訓練に参加した．

















ドラバレーを中心とした地域は，Antarctic Specially Managed Area （ASMA）として環境保護
議定書に基づいた指定を受けており，特別な保護体制の下にある．ここでの行動規則につい
図  2　バケツをかぶってのホワイトアウト時行動訓練



















































Table 1. Fractionation of waste
伊村　智304
動パターンが多様であることに対応して，様々な機会を利用しての多彩な現地訓練が実施さ
れている．
日本の観測隊システムでは，冬・夏の訓練や全員集合でのレクチャーを実施しており，時
間的にはかなりのプログラムが用意されている．しかし，他国のシステムと比較すると，全
体を通しての訓練メニューの戦略的な組み立てに欠けていると感じる．よりよいシステムを
目指し，謙虚に学ぶ姿勢をとり続けて行きたいものである．
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